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(百万円未満切捨て)
 

１．平成26年３月期第３四半期の連結業績（平成25年４月１日～平成25年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)
 

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年３月期第３四半期 6,430 2.2 754 △4.3 766 △4.8 459 △4.7
25年３月期第３四半期 6,288 2.5 787 7.1 805 7.8 482 17.5

 

(注) 包括利益 26年３月期第３四半期 474百万円( 1.5％) 25年３月期第３四半期 467百万円( 17.2％)
 

 
１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益

  円 銭 円 銭

26年３月期第３四半期 139.18 ―

25年３月期第３四半期 145.93 ―
 

（２）連結財政状態  
 

  総資産 純資産 自己資本比率

  百万円 百万円 ％

26年３月期第３四半期 11,870 8,861 73.2
25年３月期 12,037 8,519 69.4

 

(参考) 自己資本 26年３月期第３四半期 8,691百万円 25年３月期 8,352百万円
 

２．配当の状況

 
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

 25年３月期 ― 20.00 ― 20.00 40.00

 26年３月期 ― 20.00 ―    

 26年３月期(予想)       30.00 50.00
 

３．平成26年３月期の連結業績予想（平成25年４月１日～平成26年３月31日）
  (％表示は、対前期増減率)

 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,300 4.7 1,170 3.8 1,190 3.5 720 4.1 217.94
 



  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期

決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続は終了して

いません。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添

付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

  

※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

  新規   ―社 (社名)          、除外   ―社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
 

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 26年３月期３Ｑ 3,601,681株 25年３月期 3,601,681株

② 期末自己株式数 26年３月期３Ｑ 298,104株 25年３月期 297,988株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年３月期３Ｑ 3,303,641株 25年３月期３Ｑ 3,307,102株
 

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、政府の経済政策への期待感から円高の是正や株価

の上昇が進み、景況感などに改善の動きが見られました。しかしながら、新興国の成長鈍化、欧州債務

問題の長期化等の懸念材料もあり、先行きには不透明感が残っております。 

当医療ガス業界においては、業界内における競争が引続き激化しており、加えて医療機関経営の効率

化や、医療技術の進化による入院日数の短期化等もあり、当社グループを取巻く環境は引続き厳しいも

のと思われます。 

 このような環境のもと、グループ各社との効率的な連携を図りつつ現状の経営基盤の拡充を図るとと

もに、国の在宅医療促進政策を加味して、自社開発製品「パレッツ」（無線通信機能を搭載した在宅酸

素療法用酸素供給装置に付随する製品）を本格投入するとともに、在宅医療や介護福祉関連など多岐に

わたる分野における取扱業務の多様化推進と、経営環境に即した柔軟な経営、並びに社会貢献を念頭に

営業力の強化に努めてまいりました。 

 これらの結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は、6,430百万円(前年

同四半期比2.2％増)、利益面では、営業戦略強化に伴う販売管理費の増加、燃料費等のコスト上昇の要

因を含み、連結経常利益は766百万円(前年同四半期比4.8％減)、連結四半期純利益は459百万円（前年

同四半期比4.7％減）と減益となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

①医療用ガス関連事業 

当部門は、薬剤や医療機器の進歩、並びに患者様の身体的負担を軽減する医療技術の浸透などによ

り、術後のケアが短期間となり、従来に比して入院日数が減少していることから、医療用ガスの消費量

は鈍化の傾向にあります。 

 このような環境を踏まえ、医療ガスの生産性と収益性のバランスを考慮し、安定供給を旨とし、新規

取引先の開拓と既存取引先への高付加価値サービスの提供に注力してまいりましたが、売上高は2,479

百万円(前年同四半期比1.1％増）、一方セグメント利益は269百万円（前年同四半期比5.0%減）となり

ました。 

  

②在宅医療関連事業 

当部門は、当社グループが、以前より重点的に注力しており、当社の収益源の要の一つとして成長し

つつあります。患者様の日常生活を将来にわたってトータルサポートすることを目的に開発いたしまし

た「パレッツ」の出荷数も順調に推移しました。また、人工呼吸器やCPAP（持続陽圧呼吸療法：閉塞型

無呼吸症に対応する機器）と併せ、当社の知名度の向上と販売強化に努めました結果、売上高は2,475

百万円（前年同四半期比4.1％増）、一方セグメント利益は411百万円（前年同四半期比2.9％減）とな

りました。 

  
③医療用ガス設備工事関連事業 

当部門は、メンテナンス・工事の両部門において、多くの医療機関で耐震補強工事及び老朽化による

増改築工事の需要が継続している状況です。一層の営業努力を継続しておりますが、工期のずれ込みの

影響もあり、売上高は553百万円（前年同四半期比3.0％減）、セグメント利益は48百万円（前年同四半

期比16.2％減）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明
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④介護福祉関連事業 

当部門は、在宅並びに医療機関・医療施設等へ取扱商品の販売やレンタルをおこなっております。現

在注力中の「プロファンド」（歩行困難な方も、自身の両足でペダルを漕ぐことができ、リハビリ効果

も期待できる足漕ぎ車椅子）が好評につき、伸張が見込まれるところです。業績につきましては拡販に

努めた結果、レンタル部門は堅調に推移しましたが、販売部門が若干低調となったため、売上高は293

百万円（前年同四半期比7.5％減）、一方セグメント利益は33百万円（前年同四半期比22.9％増）とな

りました。 

  

⑤施設介護関連事業 

有料老人ホーム「ライフステージ阿佐ヶ谷」（東京都杉並区）は入居率の向上に向け、営業努力を続

けております。当施設の高度なサービスの提供と居宅介護支援事業者並びに病院の医療相談室へのアプ

ローチが奏功し、入居率は増加傾向にあります。高齢化社会への対応として、平成24年12月に通所介護

施設「あしつよ・文京」（東京都文京区）を開設し、業務範囲の拡大を図りました。それらの結果、売

上高は188百万円（前年同四半期比35.9%増）と増収でしたが、利益面ではセグメント損失39百万円（前

年同四半期セグメント損失56百万円）となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は11,870百万円（前連結会計年度末比166百万円減）となりま

した。これは主に受取手形及び売掛金が189百万円減少したこと、有形固定資産が37百万円増加したこ

と等によるものであります。 

負債合計は3,008百万円（前連結会計年度末比509百万円減）となりました。これは主に、支払手形及

び買掛金が177百万円、未払法人税等が119百万円、賞与引当金が81百万円、長期借入金が88百万円減少

したこと等によるものであります。 

純資産は8,861百万円（前連結会計年度末比342百万円増）となりました。これは主に、配当金の支払

いによる減少132百万円、当第３四半期純利益459百万円等によるものであります。 

  

通期の連結業績予測につきましては平成25年５月13日発表の連結業績予測から変更はありません。 

（２）財政状態に関する説明

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明
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該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。 

  

  

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 5,643,150 5,570,158

受取手形及び売掛金 1,734,131 1,544,737

たな卸資産 190,818 170,279

繰延税金資産 78,020 77,950

その他 41,567 73,889

貸倒引当金 △6,957 △5,280

流動資産合計 7,680,730 7,431,734

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 593,991 604,815

土地 1,870,975 1,870,975

その他（純額） 689,856 716,420

有形固定資産合計 3,154,823 3,192,211

無形固定資産 101,083 79,602

投資その他の資産   

投資有価証券 541,997 575,844

その他 560,545 592,725

貸倒引当金 △1,832 △1,657

投資その他の資産合計 1,100,710 1,166,912

固定資産合計 4,356,617 4,438,725

資産合計 12,037,347 11,870,459

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,531,010 1,353,690

1年内返済予定の長期借入金 117,636 117,636

未払法人税等 220,402 101,303

賞与引当金 120,000 38,150

その他 674,084 611,553

流動負債合計 2,663,134 2,222,332

固定負債   

長期借入金 117,683 29,456

役員退職慰労引当金 443,987 486,887

長期預り保証金 18,475 14,018

その他 274,381 255,834

固定負債合計 854,528 786,196

負債合計 3,517,662 3,008,529
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(単位：千円)

前連結会計年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成25年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 436,180 436,180

資本剰余金 513,708 513,708

利益剰余金 7,883,326 8,210,967

自己株式 △509,990 △510,289

株主資本合計 8,323,224 8,650,566

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 29,311 41,093

その他の包括利益累計額合計 29,311 41,093

少数株主持分 167,149 170,269

純資産合計 8,519,685 8,861,930

負債純資産合計 12,037,347 11,870,459
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 6,288,853 6,430,228

売上原価 2,920,532 3,013,591

売上総利益 3,368,320 3,416,637

販売費及び一般管理費 2,580,326 2,662,568

営業利益 787,993 754,068

営業外収益   

受取利息 6,735 3,083

受取配当金 8,370 8,503

その他 8,937 5,554

営業外収益合計 24,043 17,141

営業外費用   

支払利息 6,650 4,743

その他 50 0

営業外費用合計 6,701 4,743

経常利益 805,336 766,466

特別利益   

固定資産売却益 － 3,404

特別利益合計 － 3,404

特別損失   

固定資産除却損 681 241

特別損失合計 681 241

税金等調整前四半期純利益 804,655 769,630

法人税等 318,297 306,263

少数株主損益調整前四半期純利益 486,357 463,366

少数株主利益 3,752 3,578

四半期純利益 482,604 459,787
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 四半期連結包括利益計算書 
 第３四半期連結累計期間 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 486,357 463,366

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △18,909 11,323

その他の包括利益合計 △18,909 11,323

四半期包括利益 467,448 474,689

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 464,954 471,569

少数株主に係る四半期包括利益 2,494 3,120
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 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、看護学校関連事業、医療器具関連事

業等を含んでおります。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項) 

（単位：千円） 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）

 

報告セグメント

その他
（注）

合計医療用ガス
関連事業

在宅医療 
関連事業

医療用ガス
設備工事 
関連事業

介護福祉 
関連事業

施設介護 
関連事業

計

売上高                

外部顧客への 
売上高

2,453,148 2,378,983 571,224 317,077 138,643 5,859,078 429,774 6,288,853

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― 54,521 ― ― 54,521 ― 54,521

計 2,453,148 2,378,983 625,746 317,077 138,643 5,913,599 429,774 6,343,374

セグメント利益 
又は損失(△)

284,050 423,539 58,074 26,957 △56,070 736,551 59,841 796,393
 

利益 金額

 報告セグメント計 736,551

 「その他」の区分の利益 59,841

 セグメント間取引の消去 △8,399

 四半期連結損益計算書の営業利益 787,993
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：千円） 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、看護学校関連事業、医療器具関連事

業等を含んでおります。 

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項) 

（単位：千円） 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

報告セグメント

その他
（注）

合計医療用ガス
関連事業

在宅医療 
関連事業

医療用ガス
設備工事 
関連事業

介護福祉 
関連事業

施設介護 
関連事業

計

売上高                

外部顧客への 
売上高

2,479,123 2,475,915 553,921 293,324 188,425 5,990,710 439,518 6,430,228

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― 79,276 ― ― 79,276 ― 79,276

計 2,479,123 2,475,915 633,197 293,324 188,425 6,069,986 439,518 6,509,504

セグメント利益 
又は損失(△)

269,911 411,075 48,639 33,129 △39,374 723,380 48,036 771,416
 

利益 金額

 報告セグメント計 723,380

 「その他」の区分の利益 48,036

 セグメント間取引の消去 △17,347

 四半期連結損益計算書の営業利益 754,068
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